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Ⅰ はじめに 

１ 主題設定の理由 

小学校学習指導要領では，身に付けるべき思考

力，判断力，表現力等として，「世の中の様子，人

物の働きや代表的な文化遺産などに着目して，我

が国の歴史上の主な事象を捉え，我が国の展開を

考えるとともに，歴史を学ぶ意味を考え，表現す

ること」１と述べられている。なお，「歴史を学ぶ

意味を考える」とは，小学校学習指導要領解説社

会編において，「歴史学習の全体を通して，（中略）

過去の出来事と今日の自分たちの生活や社会との

関連や，歴史から学んだことをどのように生かし

ていくかなど国家及び社会の発展を考えること」

２であると述べられている。 

これまでの自身の実践では，歴史的事象の相互

の関連や意味を多角的に考えさせることが十分で

はなかったため，児童の関心が知識習得に向くこ

とがあった。また，歴史を学ぶ意味の一つである，

過去の出来事と今日の自分たちの生活や社会との

関連を考えさせることについて，歴史学習を総括

する場面のみで行ってきたため，児童に過去の出

来事と今日の自分たちの生活や社会との関連に目

を向けさせることが難しかった。 

小学校学習指導要領解説社会編では，「今日の自

分たちの生活は，長い間の我が国の歴史や先人た

ちの働きの上に成り立っていることや，遠い祖先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の生活が自分たちの生活と深く関わっていること

などを理解できるように」２することが大切である

と述べられている。グローバル化する国際社会に

生きるこれからの児童は，自分たちの生活が長い

間の我が国の歴史や先人たちの働きの上に成り立

っていることや，遠い祖先の生活と深く関わって

いることなどを理解することが大切であると考え

る。そのために，歴史的事象と自分たちの生活と

を比較しやすく，また，歴史的事象がより現代に

残されている単元において理解できるようにする

必要があると考える。 

そこで本研究では，歴史的事象と身近な地域や

生活とを比較し問いを持たせる教材の工夫をする。

また，歴史的事象が現代に残されていることに気

付かせ，歴史的事象と身近な地域や生活とを関連

付けて考えさせるなど，歴史的事象と現代の暮ら

しとの関わりを理解させる教材の工夫をする。 

以上のことから，教材の工夫をすることで，過

去の出来事と今日の自分たちの生活や社会との関

連を考える児童を育てることができると考え，本

主題を設定した。 

２ 研究の基本的な考え方 

(１) 「過去の出来事と今日の自分たちの生活や

社会との関連を考える」とは 

自分たちの生活が，長い間の我が国の歴史や先

人たちの働きの上に成り立っていることや，遠い
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の身近な地域や生活とを比較させる資料を活用し，江戸時代の歴史的事象が現代に残されていること

に気付かせる資料を活用した。その結果，問いを持ち歴史的事象と現代の暮らしとの関わりを理解して，

過去の出来事と今日の自分たちの生活や社会との関連を考える児童の姿が見られるようになった。 
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祖先の生活と関わっていることなどを理解するこ

とであると捉える。 

(２) 「問いを持つ」とは 

 歴史的事象と身近な地域や生活とを比較し，違

いや共通点から驚きや関心を持ち，疑問や予想を

持つことであると捉える。 

(３) 「歴史的事象と現代の暮らしとの関わりを

理解する」とは 

歴史的事象が現代に残されていることに気付き，

歴史的事象について当時の人々の立場や身近な地

域や生活と関連付けて考えることであると捉える。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

問いを持たせる教材と歴史的事象と現代の暮ら

しとの関わりを理解させる教材の工夫を通して，

過去の出来事と今日の自分たちの生活や社会との

関連を考える児童を育てる社会科授業の在り方を

探る。 

 

   Ⅲ 研究の視点と手立て 

＜視点１＞ 問いを持たせる教材の工夫 

(１) 江戸時代の歴史的事象と身近な地域や生活

とを比較させる資料の活用(手立てＡ) 

仙台藩の参勤交代の様子や歌舞伎や浮世絵，人

形浄瑠璃など現代に伝わる江戸の文化など，身近

な地域や生活と比較させやすい資料を活用し，江

戸時代の歴史的事象と身近な地域や生活とを比較

させる。また，制度の違いや文化の共通点などか

ら驚きや関心を持たせ，疑問や予想を持たせるよ

うにする。 

＜視点２＞ 歴史的事象と現代の暮らしとの関わ

りを理解させる教材の工夫 

(２) 江戸時代の歴史的事象が現代に残されてい

ることに気付かせる資料の活用(手立てＢ) 

伊達政宗に関連する資料や仙台藩校の養賢堂な

どの資料を活用し，江戸時代の歴史的事象が現代

に残されていることに気付かせる。また，幕府や

町人など当時の人々の立場や身近な地域や生活と

関連付けて考えさせるようにする。 

 

Ⅳ 研究の概要 

１ 実態調査 

(１) 計画 

 実態調査を表１のとおり実施した。 

表１ 実態調査計画 

ねらい 児童の意識調査を行い，実態を把握し，

主題や副題の設定に生かす。 

対象 仙台市立宮城野小学校  

第６学年 １組 38名 ２組 38名 

方法 質問紙法による意識調査 

内容 質問紙法を用いて，歴史学習に対する児

童の意識調査を行い，実態を把握する。 

調査日 令和３年６月 30日 

(２) 結果 

歴史学習への期待感についての意識調査(図１)

において，60人(79％)が「とても楽しみ」「楽しみ」

と回答した。一方で 16人(21％)の児童が「あまり

楽しみではない」「楽しみではない」と回答した。 

 

 

  

 

 

 

 

 

歴史学習を通して学びたいことについての意識

調査(図２)において，57人(75％)の児童が歴史人

物や出来事などについて「覚えたい・知りたい」と

回答をした。また，７人(９％)の児童が制度の理

由や出来事の意味などについて「考えたい」と回

答をした。そして，12人(16％)の児童が苦手意識

から「あまりない」や無回答だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   とても楽しみ 

   楽しみ 

  あまり楽しみではない 

  楽しみではない 
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図１ 歴史学習への期待感についての意識 

図２ 歴史学習を通して学びたいことについての意識 

   覚えたい・知りたい 
 
   考えたい 
 
  あまりない・無回答 
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(３) 考察 

図１より，歴史学習への期待感が高い児童が多

いものの，期待感が低い児童が２割程いることが

分かった。また，図２より，歴史学習を通して学び

たいこととして考えたいことよりも知りたいこと

に関心がある児童が８倍以上いたことが分かった。 

以上のことから，より多くの児童が歴史を好意

的に捉え，歴史的事象の相互の関連や意味を多角

的に考えることができるような授業を行いたいと

考えた。 

２ 授業実践の概要 

(１) 実践１ 

実践１を表２のとおり計画した。 

表２ 実践１ 指導計画 

対象 仙台市立宮城野小学校  

第６学年 １組 38名 ２組 38名 

実施期間 令和３年 10月 19日～11月５日 

小単元名 「江戸幕府と政治の安定」(全８時間) 

時 ねらい ・学習活動  

□地域や生活に関わる資料 

『』問い 

手

立

て 

１ 江戸時代が安
定した世の中に
なったことにつ
いて，主体的に
問題を追究しよ
うとすることが
できる。 

・江戸時代と室町時代の戦の
回数を，グラフを基に比較
し，なぜ江戸時代は少なくて
安定した世の中になったか
予想する。 

 
 
 
 
 
 
・学習問題と学習計画を立て
解決の見通しを持つ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 江戸幕府を開
いた徳川家康の
働きについて調
べ，全国に大名
を配置し支配体
制を整えたこと
を理解すること
ができる。 

・江戸時代の始まりについて
調べ，徳川家康によって江戸
幕府が開かれたことを理解
する。 

・徳川家康の政治について調
べ，大名配置を工夫したこと
を理解する。 

 

 
 

３ 

・

４ 

 

大名統制の仕
組みをつくった
徳川家光の働き
について調べ，
参勤交代の制度
が作られたこと
に問いを見いだ
し，考え，表現す
る こ と が で き
る。 

□パネル資料「楽山公行列図巻
(仙台藩の参勤交代)」 

・参勤交代という制度があっ
たことを理解する。 

『なぜ家光は，参勤交代の制度
を作ったのだろうか。』 

・疑問や予想を持ち，調べ，考
える。 

・参勤交代がもたらした変化
を理解する。 

□写真「宮城県や仙台市に残る
宿場町(富谷宿，岩沼宿，七
北田宿)」 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 

５ 江戸時代の身
分制度と人々の
暮らしについて
調べ，身分制度
が作られたこと
に問いを見いだ
し，考え，表現す
る こ と が で き
る。 

□資料「仙台ちょう名クイズ」 
□地図「仙台城下町の名残」 
・身分制度で人々の暮らしが
変化したことを理解する。 

『なぜ江戸幕府は，身分制度を
作ったのだろうか。』 

・疑問や予想を持ち，調べ，考
える。 

・江戸幕府が世の中を安定さ
せるために武士を中心とす
る身分制度を作ったことを
理解する。 

Ａ 
 
 
 
 
 

６ 

・ 

７ 

キリスト教の
禁止と鎖国につ
いて調べ，その
政策による社会
への影響につい
て理解すること
ができる。 

・年表を基に，江戸幕府がキリ
スト教を禁止し鎖国したこ
とを理解し，キリスト教の禁
止や鎖国を調べる。 

□写真，年表，文章資料「伊達
政宗，支倉常長人物図，サン・
ファン・バウティスタ号」 

・キリスト教禁止の中，伊達政
宗の命令で支倉常長一行が，
西洋に向かい，交易を目指し
ていたことを理解する。 

・武士による政治が安定した
ことを理解する。 

 
 
 
 
Ｂ 
 
 

 

８ 江戸幕府の政
策の意図や社会
の様子を考え，
表現することが
できる。 

・学習問題に対する自分の考
えを持ち，伝え合う。 

・江戸幕府の政治の制度の影
響について考える。 

・江戸時代の人々は，どのよう
な暮らしをしていたか疑問
や予想を持ち，次の単元の見
通しを持つ。 

 
 
 
 
 
 
 

(２) 実践２ 

実践２を表３のとおり計画した。 

表３ 実践２ 指導計画 

対象 仙台市立宮城野小学校  

第６学年 １組 38名 ２組 38名 

実施期間 令和３年 11月８日～19日 

小単元名 「町人の文化と新しい学問」(全７時間) 

時 ねらい ・学習活動  

□地域や生活に関わる資料 

『』問い 

手

立

て 

１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

江戸時代に町
人の文化が栄え
新しい学問がお
こったことで，
社会に影響があ
ったことについ
て，主体的に問
題を追究しよう
とすることがで
きる。 

□資料「クイズ江戸時代の商売」 
『江戸時代の人々は，どのような
暮らしをしていたのだろうか。』 

・実際にあった江戸時代の商
売を疑問や予想を持つ。 

□写真「学区域に残る鈴虫壇」 
□地図「若林区二軒茶屋周辺」 
□資料「SDGs ロゴ」 
・宮城野で採れた虫を幕府に
送っていたこと，現代の
SDGs の考えがあったこと南
材木町や二軒茶屋など，商売
の名残が仙台市にあること
を理解する。 

Ａ 
 
 
 
 
Ｂ 
 
 

２ ・資料を基に，どのような文
化や学問が生まれたか予想
し，学習問題を作り，学習
計画を立て，解決の見通し
を持つ。 

 
 
 
 

 

≪学習問題≫ なぜ，江戸時代は，安定した世の中
になったのだろうか。 

≪学習問題≫ 江戸時代の人々の暮らしの中で，どのような
文化や学問が生まれたのだろうか。 
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３  歌舞伎や浮世
絵に着目して問
いを見いだし，
近松門左衛門や
歌川広重などの
業績を手掛かり
に，この頃に栄
えた町人の文化
の特色について
考え，表現する
ことができる。 

・文化が流行したきっかけを
作った人物を調べ理解する。 

□写真「歌舞伎や人形浄瑠璃，
浮世絵」 

『歌舞伎や人形浄瑠璃，浮世絵
などは，誰の間で，なぜ人気
になったのだろうか。』 

・疑問や予想を持ち，調べ，考
える。 

□写真「現代の日本や外国で上
演や公開されている歌舞伎
や浮世絵」 

・町人の文化の特色について
まとめる。 

 
 
Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
Ｂ 
 
 

４ 杉田玄白と伊
能忠敬の働きに
ついて調べ，蘭
学を理解するこ
とができる。 

・杉田玄白と伊能忠敬の働き
について調べる。 

□資料「解体新書と現代の解剖
図との比較」 

□資料「伊能図と現代の日本地
図との比較」 

『蘭学とは，どのような学問だ
ろうか。』 

・疑問や予想を持ち，調べ，
考える。 

・蘭学によって，現代に近い
正確な解剖図や日本地図が
作られたことを理解する。 

 
 
Ａ 

 

 

 

５ 国学に着目し
て，問いを見い
だし，新しい学
問を生み出した
人々の業績を考
え，表現するこ
とができる。 

・本居宣長が国学を発展させ
たことについて調べ，世の
中はどうなったのか問いを
持ち，調べ，考える。 

□写真「仙台養賢堂正門」 
□写真「会津日新館」 
□資料「寺子屋・藩校と現代の
学校の比較」 

・寺子屋や藩校ができ，会津
の日新館や仙台の養賢堂な
ど，自分たちの周りにも江
戸時代の歴史が受け継がれ
ていることを理解する。 

 
 
 
 
Ｂ 
 
 
 

６ 町人の文化が
栄え，新しい学
問がおこったこ
とを理解してい
る。 

・江戸幕府の政治の中での
人々の暮らしを振り返る。 

・学習問題を確認し，どのよ
うな文化や学問が生まれた
かまとめる。 

・これまでの学習を基に，「江
戸時代は，どのような時代
だろうか。」という問いを持
ち，考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 江戸時代の政
治や文化を関連
づけたり総合し
たりして，江戸
時代の様子を考
え，表現してい
る。 

・前時の問いに対する自分の
考えを発表する。 

・友達の考えを聞き，改めて
自分の考えをまとめる。 

・これまでの江戸時代の学習
を振り返る。 

 
 
 
 

３ 授業実践の内容と結果及び考察 

＜視点１＞ 問いを持たせる教材の工夫 

(１) 江戸時代の歴史的事象と身近な地域や生活

とを比較させる資料の活用(手立てＡ) 

① 内容 

仙台藩の参勤交代の様子や歌舞伎や浮世絵，人

形浄瑠璃など現代に伝わる江戸の文化など，身近

な地域や生活と比較させやすい資料を活用し，江

戸時代の歴史的事象と身近な地域や生活とを比較

させるようにした。また，制度の違いや文化の共

通点などから驚きや関心を持たせ，疑問や予想を

持たせるようにした。 

② 結果 

実践１，第３，４時において，児童は，全長約 40

ｍのパネル資料「楽山公行列図巻」を見て(図３)，

参勤交代では多くの人が行列を作って江戸に行き

領地に戻っていたこと，仙台市でも行われていた

ことを理解した。また，現代では新幹線で１時間

半で行けるのに当時はおよそ 10 日かけて江戸ま

で行っていたことや，現代に換算すると３億円か

ら５億円もかかっていたことなど，身近な地域や

生活と比較し，その違いから驚きや関心を持った。

そして，何のための制度なのか，なぜ，徳川家光は

このような制度を作ったのかなど，疑問や予想を

持った(図４)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習感想より，児童Ａは，問いに対する自分の

考えを持つことができた(図５)。  

図４ 参勤交代について問いを持つ様子 

図３ 資料「楽山公行列図巻」を見る児童の様子 

T：仙台から江戸（東京）まで何㎞か分かるかな。 
Ｃ：３６０㎞。 
Ｔ：ちなみに現代だと，バスで５時間くらい。新幹線は… 
Ｃ：１時間半とか２時間くらいかな。 
Ｔ：そうだね。その距離を何日かけて行ったのだっけ。 
Ｃ：１０日。往復だと２０日。 
Ｔ：現代と比べると，江戸時代の方が… 
Ｃ：とても時間がかかった。 
Ｔ：現在のお金でいくらかかったか分かるかな。 
Ｃ：100万円。1000万円。１億。 
Ｔ：資料によると，実は，３億から５億円はかかっていたみたいだね。 
Ｃ：えっ！そんなに！とても大変だ。 
Ｃ：だから１年に１回なのかな。大名たちは大変だ。 
Ｃ：なんでそんな制度ができたのかな。 

なぜ，家光は，参勤交代の制度を作ったのだろうか。 
C：幕府の命令に従わせるため。 
C：大名の戦力を下げるため。 
Ｃ：幕府に逆らえないようにするため。 
Ｃ：わざとお金を使わせ反乱させないため。 
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実践２，第３時において児童は，資料「三代歌川

豊国 踊形容江戸絵栄」を基に，歌舞伎や人形浄瑠

璃，浮世絵などが人気だったことを理解した。ま

た，江戸の文化を自分たちも知っていることを踏

まえ，身近な地域や生活と比較し，その共通点か

ら関心を持った。そして，歌舞伎や人形浄瑠璃，浮

世絵はなぜ人気になったのか，誰の間で人気にな

ったのか疑問や予想を持った(図６)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習感想より，児童Ｂは，問いに対する自分の

考えを持つことができた(図７)。 

 

 

 

 

 

 

③ 考察 

江戸時代の歴史的事象と身近な地域や生活とを

比較し，驚きや関心，疑問や予想を持たせたこと

で，児童は，より江戸時代の歴史的事象を理解し，

意味を考えることができたと考える。中には，自

分たちの生活が，長い間の我が国の歴史や先人た

ちの働きの上に成り立っていることを理解する児

童Ｃもいた(図８)。 

 

 

 

 

 

このことから，江戸時代の歴史的事象と身近な

地域や生活とを比較させる資料の活用という手立

ては有効であると推察される。 

＜視点２＞ 歴史的事象と現代の暮らしとの関わ

りを理解させる教材の工夫 

(２) 江戸時代の歴史的事象が現代に残されてい

ることに気付かせる資料の活用(手立てＢ) 

① 内容 

伊達政宗に関連する資料や仙台藩校の養賢堂な

どの資料を活用し，江戸時代の歴史的事象が現代

に残されていることに気付かせるようにした。ま

た，幕府や町人など当時の人々の立場や身近な地

域や生活と関連付けて考えさせるようにした。 

② 結果 

  実践１，第６，７時において児童は，第６時に，

教科書を基にキリスト教の禁止とはどういうこと

か，鎖国とはどのような制度か調べ，理解した。ま

た第７時に，写真，年表，文章資料「伊達政宗，支

倉常長人物図，サン・ファン・バウティスタ号」な

どの資料を活用し，江戸時代の歴史的事象が身近

な地域や生活に残されていることに気付いた。そ

して，伊達政宗の命令で，支倉常長がサン・ファ

ン・バウティスタ号に乗って石巻からローマに向

けて出発したことなどを理解し，伊達政宗や幕府

や町人などの立場からキリスト教の禁止や鎖国に

ついて考えた(図９)。 

 

図６ 江戸の文化について問いを持つ様子 

図５ 実践１，第３,４時における児童Ａの学習感想(一部抜粋) 

 

図８ 実践２，第４時における児童Ｃの学習感想(一部抜粋) 

 

図７ 実践２，第３時における児童Ｂの学習感想(一部抜粋) 

 

最初は参勤交代の制度は，大名の経済が弱まったり，藩の

財政が悪化したりと，家光にはいいことだけど，大名たちにと

っては悪いことばかりだなと思っていたのですが，交通が発達

して地方と江戸の文化の交流が行われたから，江戸幕府や

藩の人たちにとって，いいことだったのかなと思いました。 

※資料「三代歌川豊国 踊形容江戸絵栄」 
Ｔ：あるものをみんなが見ているね。何を見ているのかな。 
Ｃ：歌舞伎。 
Ｔ：そう，歌舞伎だね。見ている人はどんな様子かな。 
Ｃ：とても楽しそう。 
Ｃ：多くの人でにぎやか。 

※写真資料「歌舞伎・人形浄瑠璃・浮世絵」 
Ｔ：歌舞伎や人形浄瑠璃，浮世絵を知っている人，実際に見たこと
がある人はいませんか。 

Ｃ：（特に歌舞伎はほぼ全員が挙手をした。中には実際に見たこと
がある児童もいた。） 

Ｔ：○○さんと△△さん，実際に見てどうだった。 
Ｃ：動きや声が大きくて面白かった。 
Ｃ：昔の言葉だったからよく分からなかった。 
Ｔ：現代でも，多くの人が歌舞伎などを知っているね。特に○○さん
と△△さんは，実際に見たのだから，江戸時代の人々と同じこと
をしたんだね。 

Ｔ：そんな歌舞伎などが当時の人に… 
Ｃ：大人気だった。たくさんの人が楽しんだ。流行していた。 
歌舞伎や人形浄瑠璃，浮世絵などは，誰の間で，なぜ流行したの
だろうか。 
C：楽しいから。これまでにない娯楽だから。 
C：安くて簡単に手に入ったから。 
Ｃ：自分たちの身近だから。行った気持ちになれるから。 
Ｃ：室町時代の能や狂言は武士だけだったけど，江戸時代の文化
は，武士だけじゃなくて，町人や百姓とかみんなが楽しめる。 

幕府や町人に関わらず，誰もが楽しめるから，今にも続く

文化が生まれたと思った。面白いし楽しいし，やっぱり昔か

らの文化は古典的な感じで迫力があり，絶やしてはいけな

いと思った。 

杉田さんや伊能さんたちが人間の臓器や日本の地図の

ことを何年もかけて調べたりオランダ語を一生けん命ほん

訳したから，今の日本の地図のことや臓器のことがすぐ分

かっていて，今にもつながっているんだなと思いました。 
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学習感想より，児童Ｄは，キリスト教の禁止や

鎖国について当時の人々の立場や身近な地域や生

活と関連付けて考えた(図 10)。  

 

 

 

 

 

実践２，第５時において，写真，イラスト資料

「会津日新館，仙台養賢堂，寺子屋・藩校と現代の

学校の比較」などの資料(図 11)を提示し，江戸時

代の歴史的事象が身近な地域や生活に残されてい

ることに気付かせた。そして，現代の学校と似て

いる寺子屋や藩校ができたことを理解し，本居宣

長や町人の立場から国学の発展や藩校の意味など

について考えた。  

 

 

 

 

 

 

 

学習感想より，児童Ｅは，国学の発展について

当時の人々の立場や身近な地域や生活と関連付け

て考えた(図 12)。 

 

 

 

 

③ 考察 

江戸時代の歴史的事象が現代に残されているこ

とに気付かせたことで，児童は，キリスト教の禁

止と鎖国や国学の発展の意味などを理解し，当時

の人々の立場や江戸時代の歴史的事象と身近な地

域や生活とを関連付けて考えることができたと考

える。中には，自分たちの生活が，長い間の我が国

の歴史や先人たちの働きの上に成り立っているこ

とを理解する児童Ｆ，Ｇもいた(図 13，14)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このことから，江戸時代の歴史的事象が現代に

残されていることに気付かせる資料の活用という

手立ては有効であると推察される。 

実践１，２のまとめとして，実践２，第７時にお

いて，「江戸時代は，どのような時代だろうか。」と

いう問いに対する児童の考えを板書に整理した

(図 15)。児童は，様々な視点で江戸時代を捉え，

自分たちの生活が，長い間の我が国の歴史や先人

たちの働きの上に成り立っていることや，遠い祖

先の生活と深く関わっていることなどを理解した。

中には，歴史から学んだことをどのように生かし

ていくかという視点で考える児童Ｈ，Ｉもいた(図

16)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初にやった安定した世の中になぜなったのか，ここで

今まで授業で積み重ねたことが全てつながって，なぜ安

定した世の中になったのかが分かり，安定した世の中に

するための幕府の苦労や努力が分かりました。このことか

ら，ぼくは幕府のおかげで今ある自分たちの姿があった

のだと思いました。 

図 15 実践２，第７時で出た児童の考えを視点ごとに分け

た板書の内容 

国学は今で言う国語に近いものなのかと考えました。そ

してその国学で活躍した本居宣長は，自分の人生全てを

注ぐくらい熱心に一つのことに集中していていいなと思い

ました。(35年は長すぎ…)。ぼくも自分の人生の参考にし

たいと思いました。 

図 14 実践２，第５時における児童Ｇの学習感想(一部抜粋) 

 

図 12 実践２，第５時における児童Ｅの学習感想(一部抜粋) 

図９ 身近な地域や生活に残されていることが分かる資料(写真「伊
達政宗人物図」「サン・ファン・バウティスタ号」)の一部 

図 10 実践１，第６,７時における児童Ｄの学習感想(一部抜粋) 

 

政宗が国際交易をしたかったことについてもっと調べて

みたいです。政宗は，鎖国がなかったら交易ができていた

のかなと思いました。交易ができていたら，今の仙台は変

わっていたのかなと思いました。 

国学が生まれて一揆や打ちこわしが起こってしまったけれ

ど，そのおかげで，今でいう学校，寺子屋や藩校が生まれたの

で，国学が生まれたのはとても大切だったんだと思いました。 

図 11 身近な地域や生活に残されていることが分かる資料(写真「仙台
養賢堂正門」)の一部 

図 13 実践１，第６,７時における児童Ｆの学習感想(一部抜粋) 
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Ｈ ほかにも，解体新書など，きっと今の私たちの役に立つ

と思っていたと思います。日本地図から学ぶことがたくさん

あることから，学ぶということは，江戸から現在→未来へと

続くと思います。江戸で学んだように，現在の人々が未来

に残すこともできると思うので，この時代のつながりがおも

しろいと感じました。 
Ｉ 私たちの今（江戸時代から見て未来）をつくってくれた

のは，江戸時代の人々で，江戸時代をつくったのは，そのも

っともっと前の時代の人々だと思いました。いろいろな時代

の人々が未来をつくってくれている。そして，私たちも，未来

をつくっていくということが大切だと思いました。 

 

 

このことから，実践１，２を通して，歴史を学ぶ

意味を考える児童がいたことが分かり，手立てＡ，

Ｂは有効だったと推察される。 

４ 事後調査 

 実践終了後，事前調査と同様に，江戸時代の歴

史学習に対する児童の意識調査を行った。 

(１) 調査の内容及び結果 

事前と事後における歴史学習への期待感につい

ての意識調査(図 17)において，事後では，72 人

(96％)が「とても楽しかった」「楽しかった」と回

答し，３人(４％)の児童が「あまり楽しくなかっ

た」「楽しくなかった」と回答した。肯定的な回答

の中には，「仙台市の丁や町で，江戸時代から残っ

ていることなどを知れたから。」「今と似ている部

分が多くて考えやすかったから。」「今に伝わる文

化や学問があって比べるのが楽しいから。」など，

身近な地域や生活に関わる江戸時代の歴史的事象

を教材化したことによる理由を挙げる児童がいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，歴史学習における自己意識の変容につい

ての調査(図 18)において，49人(65％)が，児童Ｊ，

Ｋのように過去の出来事と今日の自分たちの生活

や社会との関連や，児童Ｌのように歴史全体を見

ること，児童Ｍのように当時の人々の立場や視点

を持つことなど，「考えられるようになった」こと

に関する回答をした(図 19)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｊ 昔の人と今の人は，全く違う考えではなく，安定させた
いなど共通するところがあると分かりました。 

Ｋ 江戸の文化は今でも受けつがれている物が多いので
それだけ素晴らしい文化だと改めて気が付きました。 

Ｌ 歴史は様々な出来事，やったことを積み重なって成り
立っているのだと思いました。 

Ｍ なぜそうしたのかなど，いろいろな人の立場や視点で
考えることができた。 

 

そして，歴史を学ぶ意味についての意識調査(図

20)において，児童Ｎ，Ｏのように，30人(40％)の

児童が過去の出来事と今日の自分たちの生活や社

会との関連を考えた(図 21)。さらに，児童Ｐ，Ｑ

のように，28人(37％)の児童が歴史から学んだこ

とをどのように生かしていくか考えた(図 22)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ 【自分につなげるためだと思います。】 
人物は，それぞれどのような思いでやっているのか

を，自分も学んで自分に生かせると思うからです。 

Ｏ 【歴史は，今につながっているから学んでいる。】 

歴史であったものや制度は，今でも残っていて，それが
なければ，今の日本がなかったかもしれないから，どうし
てこの制度ができたのかを知ったり，昔のできごとを知る
のは，今につながっているから。 

 

過去の出来事と今日の自分
たちの生活や社会との関連
を考える児童 
 
歴史から学んだことをどの
ように生かしていくか考え
る児童 
 
その他 

Ｎ＝75(１名欠席のため) 

 

 

 

 

Ｎ＝76 

 

図 18 歴史学習における自己意識の変容についての調査 
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図 19 歴史学習における自己意識の変容についての記述(一部抜粋) 

図 20 歴史を学ぶ意味についての意識 

図 16 実践２，第７時の児童Ｈ,Ｉの学習感想 

～江戸時代の学習を振り返ろう～(一部抜粋) 

 

図 21 過去の出来事と今日の自分たちの生活や社会との関連を

考えた児童Ｎ, Ｏ(考えとその理由) 

 

図 17 事前と事後における歴史学習への期待感につい

ての意識 【Ｎ＝76 事後は１名欠席】 

30 人 
(40％) 

28 人 
(37％) 

17 人 
(23％) 

49 人 
(65％) 

22 人 
(29％) 

4 人(6％) 

   考えられるようになった 
 
   分かった，できたなど 

知識・技能に関すること 
 
  あまりない・無回答 
 
Ｎ＝75(１名欠席のため) 

 

 

 

 

Ｎ＝76 

 

26 人 34 人 

44 人 28 人 

９人 ７人 

３人 
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Ｐ 【今にもつながっているし，これから自分たちがつなげるば
んだから】 
江戸時代の人が今もつながる文化をつくっているから，

令和にいる人たちで，こんどは，自分たちが文化などをつな
げるばんだと思ったから。 

Ｑ 【人間が生きるために歴史を学んでいると思う。】 

ぼくが今ここにいるのは，過去があったからだと思います。
なのでぼくをつくってくれた過去を知らないと失礼だからで
す。さらに社会で生きていくために学ばなきゃいけないから
です。 

 

 

(２) 考察 

歴史学習への期待感についての意識調査(図 17)

において，事前と比べて「とても楽しかった」「楽

しかった」と回答した児童は，12人増え 96％，「あ

まり楽しくなかった」「楽しくなかった」と回答し

た児童は 13人減り４％であることが分かった。 

また，歴史学習における自己意識の変容につい

ての調査(図 18)において，「考えられるようにな

った」ことに関する回答をした児童が，「覚えた・

知った」ことに関する回答をした児童より２倍以

上いることが分かった。 

そして，歴史を学ぶ意味についての意識調査(図

19)においては，過去の出来事と今日の自分たちの

生活や社会との関連を考える記述をしている児童

と歴史から学んだことをどのように生かしていく

か考える児童を合計すると，58人(77％)いること

が分かった。 

以上のことから，実践１，２を通して，より多く

の児童が歴史を好意的に捉え，歴史的事象の相互

の関連や意味を多角的に考えることができるよう

になったと推察される。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

＜視点１＞ 問いを持たせる教材の工夫 

江戸時代の歴史的事象と身近な地域や生活と比

較させやすい資料を活用し，江戸時代の歴史的事

象と身近な地域や生活とを比較させた。その結果，

児童は，制度の違いや文化の共通点などから驚き

や関心を持ち，疑問や予想を持つことにつながっ

たと考えられる。 

＜視点２＞ 歴史的事象と現代の暮らしとの関わ

りを理解させる教材の工夫 

江戸時代の歴史的事象が現代に残されているこ

とに気付かせる資料を活用し，江戸時代の歴史的

事象が現代に残されていることに気付かせた。そ

の結果，児童は，当時の人々の立場や江戸時代の

歴史的事象と身近な地域や生活とを関連付けて考

えることにつながったと考えられる。 

よって，主題「過去の出来事と今日の自分たち

の生活や社会との関連を考える児童を育てる社会

科授業」に迫ることができたと推察される。 

２ 今後の課題 

 本研究では，過去の出来事と今日の自分たちの

生活や社会との関連を考える児童を育てるため，

問いを持たせ，歴史的事象と現代の暮らしとの関

わりを理解させる教材の工夫を試みた。 

今後は，児童がより主体的に問いを持ち，歴史

的事象と現代の暮らしとの関わりを理解できるよ

うに，身近な地域や生活に関わる資料を教材化し

ていきたい。特に，歴史学習に対して苦手意識の

ある児童が歴史学習を好意的に捉え，歴史的事象

の相互の関連や意味を多角的に考えることができ

るようにしたいと考える。そのため，より関心を

高められるように資料を厳選し，歴史的事象につ

いて自分の考えを持たせ，他の人の立場や意見が

あることに気付かせるように工夫したい。 

そして，他の単元や他の学年の社会科において

も，教材の工夫を通して，歴史的事象や社会的事

象と今日の自分たちの生活や社会との関連を考え

る児童を育てる社会科授業の在り方を探っていき

たい。 
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図 22 歴史から学んだことをどのように生かしていくか考えた

児童Ｐ,Ｑ(考えとその理由) 

 


